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採集年月 アカネズミ ヒメネズミ スミスネズミ ヒミズ ニホンジネズミ 計
1999年 6月 1 1 2
8月 0
10月 2 2
11月 1 2 1 4
11月 2 4 6
12月 1 2 4 7
2000年 8月 1 1 2
10月 1 1 2
2001年 6月 2 2 4
2002年 6月 6 7 1 1 15
9月 1 2 1 4
2003年 5月 1 2 3
10月 4 5 9
12月 2 1 6 9
2005年 1月 1 4 5
2008年 11月 1 1 2
12月 4 1 5
12月 1 3 4 2 10
2009年 5月 2 1 3
6月 2 1 3
8月 1 1 2
9月 1 1
11月 3 3
2010年 11月 2 1 3
2012年 3月 1 3 1 1 6
2013年 3月 2 1 3
計 31 23 48 6 7 115




















である（湯川 1966 ; 吉田 1976 ; 中本ら 2013）。
一般に、西日本の比較的標高の低い森林では、
アカネズミまたはヒメネズミが優勢で、スミスネズ
ミの捕獲割合は低いとされる（湯川 1966 ; 吉田 
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